
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。
和
解
以
降
、
組
織
拡

大
の
可
能
性
が
整
備
さ
れ
る
な
か
、

地
方
本
部
は
「
全
支
部
・
分
会
委

員
長
及
び
書
記
長
会
議
」
「
活
動

家
交
流
会
」
を
定
例
化
さ
せ
運
動

を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
行
動
な
く

し
て
総
括
な
し
の
課
題
を
克
服
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
組
織
対
策

費
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。
将
来
を
見
据
え
「
組
織
拡
大

行
動
」
は
最
大
の
課
題
で
あ
る
と

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
「
質
・
量
」
と
も
に
今
以
上

の
運
動
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
裏
付
け
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
各
会
議
の
な
か
で
主
張
し

て
行
き
ま
す
。

昨
年
11
月
22
日
か
ら
23
日
で
取

り
組
ん
だ
本
部
主
催
の
「
国
労
フ

ク
シ
マ
視
察
学
習
交
流
会
」
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。
３
・
１
１
東

日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
線
路

や
駅
舎
が
流
出
し
ま
し
た
。
常
磐

線
（
相
馬
駅
〜
浜
吉
田
駅
間
23
㎞
）

自
治
体
の
復
旧
計
画
に
よ
り
新
設

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
原
発
事
故
に
よ
り
原
ノ

町
駅
〜
広
野
駅
間
は
線
量
が
高
く

「
帰
宅
困
難
区
域
」
で
運
転
再
開

は
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
自
治
体
（
楢
葉
町
）
の

要
請
に
基
づ
き
、
広
野
駅
〜
竜
田

駅
（
８
・
５
㎞
）
の
運
転
再
開
を

目
指
し
復
旧
工
事
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
水
戸
支
社
は
計
画
通
り
工

事
は
進
行
し
て
い
る
と
言
う
が
、

地
方
本
部
と
し
て
は
、
「
空
間
線

量
の
詳
細
な
数
値
の
開
示
、
健
康

被
害
に
つ
い
て
の
不
安
を
払
拭
さ

せ
る
説
明
及
び
継
続
し
た
健
康
管

理
、
新
た
な
危
機
管
理
体
制
と
避

難
方
法
の
徹
底
を
求
め
団
体
交
渉

を
行
い
、
「
住
民
生
活
の
足
と
し

て
の
運
転
再
開
に
つ
い
て
了
解
し

た
が
、
会
社
責
任
で
工
事
関
係
者

に
対
し
納
得
出
来
る
説
明
と
周
知

徹
底
を
さ
せ
る
事
で
了
承
し
が
、

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
放
射
線
の
不

安
も
あ
り
、
組
織
と
し
て
分
か
っ

た
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
会

社
は
、
電
離
則
等
に
よ
る
規
範
を

基
に
除
染
作
業
の
業
務
に
就
か
せ

て
い
ま
す
。
手
当
関
係
に
つ
い
て

も
会
社
毎
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ

り
、
東
本
部
に
対
し
Ｊ
Ｒ
東
日
本

へ
除
染
手
当
の
要
求
を
し
て
頂
く

こ
と
を
要
請
し
ま
す
。

「
帰
町
宣
言
」
と
り
運
転
再
開

が
さ
れ
た
場
合
に
、
特
に
乗
務
員

関
係
社
員
の
健
康
管
理
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
男
性
社
員
の
み
な
ら

ず
、
母
性
保
護
の
立
場
か
ら
女
性

社
員
に
対
す
る
乗
務
勤
務
解
放
な

ど
、
労
使
間
ル
ー
ル
を
確
立
す
る

こ
と
を
東
本
部
と
し
て
確
認
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
地
方
本
部

と
し
て
も
委
員
会
終
了
後
、
速
や

か
に
水
戸
支
社
へ
申
し
入
れ
を
行

い
ル
ー
ル
化
作
り
に
向
け
努
力
し

て
行
き
ま
す
。
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国
労
東
日
本
本
部
は
２
月
１
１
日

（
火
）
、
埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
内

に
於
い
て
第
３
１
回
拡
大
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
拡
大
委
員
会
の
最

大
の
課
題
で
あ
る
組
織
強
化
・
拡
大

の
取
り
組
み
は
、
国
労
本
部
指
令
１

号
以
降
、
全
国
津
々
浦
々
か
ら
組
織

拡
大
の
機
運
が
高
ま
り
、
２
０
代
の

青
年
か
ら
「
最
後
は
国
労
で
」
と
い

う
世
代
ま
で
の
仲
間
が
、
国
労
に
加

入
す
る
状
況
の
基
で
の
拡
大
委
員
会

と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
委
員
か
ら

の
報
告
は
、
種
は
着
実
に
芽
を
出
し

つ
つ
あ
る
。
引
き
続
き
着
実
に
繋
げ

て
行
こ
う
と
全
組
合
員
へ
訴
え
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
春
闘
は
、

先
の
第
１
８
４
回
中
央
委
員
会
で
賃

上
げ
要
求
額
「
１
０
，
０
０
０
円
」

を
統
一
重
点
要
求
と
し
て
決
定
し
、

３
・
７
国
労
中
央
総
行
動
を
は
じ
め

「
労
働
条
件
に
関
す
る
労
働
協
約
」

改
訂
に
向
け
職
場
・
地
域
か
ら
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
暴
走
を
ス
ッ
ト
プ
さ

せ
、
国
民
的
課
題
と
結
合
さ
せ
「
安

全
・
安
定
輸
送
」
確
立
に
向
け
た

「
仕
事
・
安
全
総
点
検
」
闘
い
な
ど
、

全
て
の
取
り
組
み
を
組
織
拡
大
へ
と

集
約
す
る
こ
と
を
確
認
し
委
員
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

■第１６９回拡大地方委員会

■３月１日（土）１０時～

■ＪＲ水戸支社付属３階会議室

■議題①当面する闘争方針

②その他

拡大委員会を全組合員の力

で成功させ、最重要課題で

る組織拡大に奮闘しよう。

赤
沼
委
員
が
地
方
か
ら
の
報
告


